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Jl ヶ国中もっとも ~J. ' 、
3. 日本の無職既婚女性 (主婦)は， (男tlーへの子モ










いが. これは国際(n~: ハターンの逆転に ì!í:' 、
6. 日本の自由時t:l:t.J立としては西欧なみで，竹別を
~.!芭した内谷において ~i;:&がない点で， アメリ力









8. 口本の女性は男性よりも・人でいる時間古、公 <， 






と，p#_がない。日本の!J~1'f. I:t.~議場で過すH寺山l がi主< . 
また有戦日正鯵男刊.が. カフェ.レストラン，娯楽施
設などにいる時Ilは， 1:1-1，:がー番長い。






















に. あるいは 7 ローパルに舷定された・l~~廷であるとする













































日おこりうるような生活行1)のjレテインと， li~， l!i， 































































































































































多国 r家庭婦人」 の生活・時間配分について -201ー
表-1 日本放送協会波送世品調査所の生活行動分類
大分類 中分頬 具 体 例




学 . 授章・学校同行事 学校で肉勉強.学校の崎除.速足
S外活動・自宅向学習 7ラプ活動.自宅で町子習・復習








体 聾 〈つ;，~ ・休息 い勺.1:(，一家だんらん
病気・静養 入院中，自宅で療養.倫の治療












フ ン. オ ラtオを与((FM，有線敏送を含む)





















































新聞 ラジオ テレピ 飲食 釘茶 タノ〈コ {ヒ粧
洗 i1: 洗 il'
編物 制物
家事 家事 家事
子供 新聞 テレビ 化粧
内職 内職 内聡
食事 食事 食事 食事
お茶 新聞
雑談 新聞 ラジオ テレビ 雑 d真
t&望号 接't;
将侠 将棋 将棋
新聞 新 l絹 新聞
";1:. i!f テレビ
一ー



























































このような見解が折、保されて， レジャー化した家・J~ と い
う見方(7 • 143ページ〕さえ成われはじめたと いわれる













定~L的な研究11 ・ !þ もすすまないから.かなり大胆にかl
り切って若 l二の比較検討を試みることにしよう。
つぎの第 3表は，日本政送協会政送世議論1f.所の家庭
婦人の'ti首時間調伐の結果(以下， N H K剥盆と略称す
る)と，労働科学研究所の主婦の生活時間i調査の結来(以
下，労i'~庁調査と略称、) とを比較したものである。
この I~，j.r.はいづれも，潟儀対象が呉っている。 NH Kil司





これに L 日曜日の生活時間をIJIえるという方法で. 1 
週Hl分の生活時r.1Iをi(bけしている。
多国 r家庭婦人Jの生活時間配分について - 203-
また.Jえ1I1gの!U舌時r.1Iの大分頬I二. きさほど検討して
きた37ぇJjをもとに.併，調査に共通するように.できる
だけψ均したものである。すなわち. N H K.J司貨の移動
褒-3 家庭婦人の 1j盟関の生活時間 (推計
単{立分一
昭和 35年 昭和 45年
NflK 労研調査 NHK 労研現1f.
.11 無輸 内騒 調査 無職 内臓
母 数 ( 1986) 236 291(1071) 286 48 
生l'!.的生活時間 4417 4358 4209 4679 4362 4294 
陣限・休 1 3706 3401 3285 35幻 3319 3316 
食事・身 町l!') 711 957 924 156 1043 978 
労 働 時 間 4131 4019 4644 3740 3927 4265 
労 働 1014 01 1838 494 01 1256 
京 .~ 3001 4019 2806 お49 3927 3009 
社会的・文化的世話時間 1532 17ω 1227 1711 1738 1450 







l閉する1.1I.H r!fi)Jは. ラ x オ ・ テレビの悦~t.時r.1I全{本から
さしひくという形でがJ11されているが.35年の Nト1K ぷ|
伐の場合.その制1が公表ーされていないので.全体の1年
1:1を24時1:1として. これを紐~する分を，ラシオ ・ テレ
ビ純馳の|ロJtI'IH!r.J)とみなしている。 ng手[145年の NHK，01，1 











jl)J i労働行の必」の'J:.i，rjll与 H:Jと l;l~Æ L.さらにこのたが無
~;止のぬ f? と I人mt (さらにハ ト・7イ'7-)の場介とい
うぐあいによJ象を)"jf.Hしているところにある。これをi1!
に凡て行くと. NH Kぷ，11f.の「家庭婦人jは，無月。去のtlー
であると:t!.!I~ しがちであるが.昭制l-l5 if.の 1<日デ- 1ー
でみると，全体て・ド均してみると l時間12分の{十・I~ lt 
' I~ . 向先. EZ作業)の 1I~ltll をもっており.さらにこれを行
為Jすだけに限って‘Ft勾をとると 1時間122分 際呼MiL2
U.'ilil36分 の ILiI~の US1:1をむ った家庭財人のテーターで
(7) 
あることがわかる。つまリ. N H Kの'U，Tj行動分lfikの





第 3表における奇妙な傾向的変動，たとえば. N H K 
の生活lI.'jHII.JHtの家 'l~労働時 HlIの配分が守いづれかとい
えば労~Jfぷ1査の l川械 をも った主婦のタイフに似ているこ
と. N 1 K 謝査における昭如35年から日併日45年にかけて
の労働時1:11の減少分が.食 '1手・.uの担。)の JJH~の H年 1::1の





















N トIK の生活時~\I，泊先の比較(14 ， 81-90べ一戸〕と，
ニの“命文のW!¥Iニワ|胤したサライの国際比較訓査との比
校にもと づく 作市.さらにまたサ ライの生活1.';11の[fiJ際
比校そのものに し.われわれの日に見えぬ労6~，ふはか


























































4. 職業 (勤務形態) 0 
5. 収入 E 
6. 居住地域 F 
7. その他(住居条件・学歴・ 宗教など) G 
などのフアクターが重要であると考えられる。
したがって.上の式は，
T = f (S， 0 (A. B， C， 0， E， F. G) ) 
となり.













H休垂 I主養・ 身食 事 ラジオ・ @ 同時行動
合計
日事 間 グ〉主園り 時間 労働 家事 時 間 交際趣味 テレピ
時分 時分 時分 時分 時分 時分 時分 時分 時分 時分 時分
平
35 1986 10 28 8 47 1 41 9 57 2 28 7 12 3 35 1 25 3 17 (1 22) (24 00) 
40 2079 10 41 8 37 2 04 10 07 2 58 6 59 3 29 1 30 4 19 2 28 2<t 17 
45 1071 1- 04 8 19 2 45 9 12 1 14 7 57 3' 52 1 47 4 56 2 51 24 08 
目 48 958 10 59 8 13 2 46 9 12 I 20 7 47 3 58 1 35 5 20 3 14 24 09 
1ニ 35 1897 10 28 8 46 1 42 9 52 2 16 7 18 3 40 1 25 3 21 (1 20) (24 00) 
11 40 905 10 25 8 22 2 03 10 04 2 52 7 02 3 35 1 28 4 10 2 12 24 04 
目 45 719 10 57 8 12 2 45 9 03 1 23 7 38 4 06 1 42 4 49 2 36 24 06 
4& 869 11 10 8 20 2 50 8 48 1 16 7 29 4 11 1 47 5 12 3 06 24 09 
日 35 1959 10 49 9 05 1 44 9 14 2 18 6 43 3 57 2 02 3 18 (1 35) (24 ∞) 
B誼 40 802 11 10 9 01 2 09 8 37 2 25 6 02 4 27 2 04 4 23 2 15 24 14 
日 45 719 11 42 8 56 2 46 7 17 51 6 26 5 05 2 24 4 41 2 15 24 04 













































同時行動は . その令悦~t.時1i\1 からさしひいてイキ汁してい






















年度 総合 食料 住居 た熱 被sR雑賀 臨時焚
35 l∞.0 l∞.0 l∞.0 l∞o l似)，0l∞o 
都 骨市? 40 126.6 11.3 143.3 142.5 131.2 139.0 全~そ 45 160.5 124.4 208.3 195.7 161.0 191.2 
48 183.1 132.5 244.6 237.4 173.8 234.0 
35 l∞o l∞o l∞o l瓜).0l∞.0 l(則。 l回)，0
農村 40 136.4 109.4 168.3 138.0 138.3 170.7 156.9 45 2ωo 126.6 242.1 183.5 210.5 31.5 305.8 











f (紙ii育成k1l'í牒 X その他の L鋭 (I~J ・ 作観的J行t::\) 
J-.式に打、、て. むし「経桶IJ)(:LH行線以外の主観的 ・各








1. "家臣E締人」の手日 ・土Oli!日の時限 ・休養時1:1ま
1.'し〈則前iの{頃I"Jにあるカヘ 1l 11.~1 l\ 1 をドド艮としたu!t
うちの状況にある。日H記Hの隊IIK.付、fil.'fti¥1は， 9 
H寺1:1を，'，心としたlil.f 定の11.をとる。
2. t主目J. ・.uの制りの用品J~の時 1111 は. 片しく延1"して





















る。 もちろん， この数字は， 日曜日にはかなリ総減
してい る。 ところが，これに日本放送協会放送世μ術
調公所のデーターをつきあわせてみると.これも当



















































































ホワイトカフー ブルーカ 7 一 ホワイトカラ一家縫婦人 ブルーカフ一家庭婦人
大企 ~ 中小企業 大 JÊ~
母 r.: 582 334 535 
時分 時 分 時分
生活必潟時間 10 39 10 50 10 54 
時食働事限・身時・休の廻益1) 
8 41 8 49 8 57 
1 58 2 01 1 57 
労 !日 9 55 9 58 9 41 
，.汁家
例Iftl 
7 50 7 44 7 39 
53 1 07 1 01 
余 暇 時 3 49 3 37 3 44 
交際趣味 2 07 2 00 1 58 
ラジオ ・テレビ 2 45 2 48 2 58 
θ同時行動 14 1 23 1 22 
{' 、E 24 23 24 25 24 19 
以 J:を含めるか否かは，これに対応する家庭婦人の年令








中小企業 大企業 中小企業 大企業 中小企業
1048 331 138 265 331 
日寺 分 時分 時分 時 分 時分
10 52 10 52 10 57 10 33 10 41 
8 56 8 41 8 47 8 32 8 37 
1 56 2 11 2 10 2 01 2 04 
10 26 9 31 8 52 9 49 10 14 
8 22 I 20 1 04 2 05 2 15 
1 7 59 7 41 A 34 7 49 
2 56 3 58 4 21 3 48 3 22 
17 1 59 2 09 1 35 1 18 
3 18 5 01 4 54 4 47 4 48 
1 45 3 11 2 56 2 41 2 51 
24 14 24 21 24 10 24 10 24 17 
ーという階J併のくく り方の印象では. ブルー ・カラーな
らびにホワイト・カラーの男 fというイメーシがヴーかび








のE虫IIは.このプル v ・カラーならびにホ ワイト ・カ ラ tlト怖を縦市1した生活時間の配分は.かなり興味ある事
表 -7 t同?をJ従指1した犬ωの生活時間配分(平日)
H召初 45 年 Bl 相 48 年
30-50fUJ (- 家庭紛人 ノEムI 30-SOfU! r ヲ草島主婦人 ノe島，、 計
母 救 1435 1071 1121 958 
生理的必要時 11
時 ウ〉 時 分 時 分 分 自寺 う〉 H寺 分
11 11 4 22 5 1 6 10 59 22 5 
日量 HK. f-+ 主 8 31 8 19 16 50 8 41 8 13 16 54 
食 が.~祉 の担 1) 2 30 2 45 5 15 2 26 2 46 5 12 
'J7 1動 時 11 9 36 9 12 18 48 9 18 9 12 18 30 
労 働家 9 11 14 10 25 8 52 1 22 10 14 家 つM にV 7 57 8 22 25 7 47 8 12 
.(i; 3 2 58 3 3 2 51 2 54 
J乙、 ヲ 、 3 56 59 53 54 
洗 た 3 。 6 6 
ぬいもの あみもの 。 54 5.1 。 40 40 
実用品の貨物 3 47 50 3 16 49 
子供の ~f ~.s 4 1 7 11 4 19 l 23 
家 正L 雑 13 40 53 13 45 58 
社会チ入的で ・ 文化(I'~ 時Iill 3 36 3 52 7 28 3 44 3 58 7 42 
43 46 29 37 41 l 18 
飽味 ・娯楽・新際Ilf 1 。 01 1 41 l 05 54 59 
ラジオ ・テレビ 3 13 4 56 8 9 3 17 5 20 8 27 
。 同時 H !frn 27 2 51 4 18 l 30 3 14 4 44 
f 込E 24 13 24 8 48 21 24 8 24 9 48 17 





母 数 883 719 
時 分 時
生理睡食的必眠 ・要時間菜 11 54 11 9 23 8 
事 ・時休身の廻 1) z 31 2 
労働 問i 5 44 7 




そ ヲ じ 7 






6 27 5 
l 18 I 
2 18 1 。ラジオ ・テレビ 4 4 4 
同時行動 1 20 2 




































































2十 30-50代男子 家庭婦人 辺c、z 計
1130 869 
分 時 分 時 分 時 令
36 12 13 11 49 24 2 
19 9 44 9 。 18 44 
17 2 29 2 49 5 18 
1 4 51 7 14 13 5 
41 3 43 44 4 27 
19 6 6 29 7 35 
37 4 2 28 2 32 
50 6 41 47 
48 。 46 46 
38 。 27 27 
55 10 43 53 
47 12 55 1 7 
53 32 46 l 18 
32 7 2 5 5 12 7 
27 l 14 l 4 2 18 
33 2 9 l 12 3 21 
45 4 22 4 55 9 17 
35 l 21 2 34 3 55 














































( 5 )日本放送協会放送-LH:-:a調弦所 :国民生活時間調売
(昭和40年l.日本政送出版協会，昭和41年。
( 6 )日本政送協会放送世n命調資所 :昭和40年度国民生
活時間調王宝.資料制 Ur.争関東調1f. 昭和40年。
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